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市町村合併問題を通じて“私たちのまち韮崎市の将来”について考えて
みるために、４月号に引続き今月号からシリーズで掲載します。
今回は、「市町村合併の背景と視点」をテーマに考えます。

市町村合併は、行政（国・県・市）のため
にやるものでもなければ、行政が無理やりさ
せるものでもありません。市民の利益、納税
者の利益のために行うものです。長期的な市
民の利益を優先しながら、合併論議を進めて
いくためには、市民と行政の一体となった取
り組みが不可欠であると考えます。
市は市民の皆さんのものです。その市の将
来（市町村合併問題）をみんなで考えていく
ことが大切です。さらに、市町村合併を考え
ていくことによって、皆さんの税金がどのよ
うに使われているのかについて、今まで以上
に認識を深めてもらいたいと考えます。

４月号で、「現在の私たちの生活圏にあっ
たまちづくりができる」「避けて通れない少
子高齢化への対応の必要性」「行財政運営の
効率化と基盤強化」をはじめ、いくつかの
必要性をお示ししましたが、ひとつの例と
して、「高齢化への対応」について考えてみ
ましょう。
本市の老年（６５歳以上）人口の割合は、直近の国勢調査（平
成７年度及び１２年度）で比較してみると、１.３％（５２４人）
増加しています。これは本市に限ったことではなく、県内の大
多数の市町村が同様の傾向にありますし、今後さらに増加する
ことが予想されます。福祉や医療にかかる高齢者一人当たりの
経費が変わらないとしても、福祉医療経費の負担が高くなるこ
とは容易に予測できます。
本市では、経費の削減など行財政の効率化を始めとする行政
改革の努力を続けてきましたし、今後も続けていきますが、今
後の高齢化のスピードに合わせて福祉・医療関係の経費が増大
すれば、現在の行
政サービスを維持
することが相当厳
しい状況になるも
のと思われます。
合併によって、

議会や総務企画と
いった管理部門の
経費の削減が図ら
れ、こうした節約
した経費を行政サ
ービスの維持や向上に振り向けることができると考えます。

ご存知のとおり、市町村合併はいくつかの
市町村が一緒になって、より大きな市町村に
なることです。ではその規模は大きければ大
きいほどいいのでしょうか？
市町村は「基礎自治体」と言われていると
おり、市民の暮らしと一番密接な行政を行う
ところです。そのためには、合併前の各市町
村において、それぞれ育まれてきた歴史、文
化、伝統などを尊重し合えること、すなわち
行財政の効率化と併せ、地域の特性や資源を
活かせる規模が重要だと考えます。
将来に向けて、市が市民に最も身近な自治
体としての機能を果たしていくためには、規
模とともに、「将来の市のあり方」についての
論議が必要だと考えます。

市町村合併は誰のため？素朴な疑問「何故？市町村合併？」

合併は規模が問題 !?

シリーズ“一緒に考えよう韮崎市の将来” 
その１ 

シリーズ“一緒に考えよう韮崎市の将来” 
その１ 

シリーズ“一緒に考えよう韮崎市の将来” 
その１ 

◆合併問題「全世帯アンケート」にご協力を◆
厳しい経済環境の中、行政能力が高く、財政的に効率の良

い基礎自治体を目指すことは、全国の自治体共通の課題です。
もちろん合併が市のすべての問題を解決するわけではありま
せんが、将来のまちのあり方を考える「選択肢の一つ」とし
て、きちんとした論議が必要であると考えます。
市では、「まちの将来は市民自らが判断すること」という

観点から、合併問題を問う「全世帯アンケート」を今月実施
しますので、ご協力をお願いいたします。
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■
部
長
辞
令
■

（
韮
崎
）
石
川
弘
人
・
菊
島
和
仁
・

安
部
和
典

（
穂
坂
）
名
取
　
保
・
廣
瀬
佳
浩
・

大
久
保
賢
仁
・
小
針
久
則
・
岡
田
一

彦
・
保
坂
　
優
・
名
取
豊
和
・
小
林

裕
武
・
戸
島
　
久

（
藤
井
）
加
々
美
格
示
・
上
野
正

規
・
乙
黒
　
晃
・
下
條
高
士
・
小
野

聖
司
・
望
月
和
明
・
海
野
弘
起

（
中
田
）
保
阪
昌
春
・
山
本
和
宏

（
円
野
）
奥
原
章
公
・
松
井
　
裕
・

山
形
　
勝

（
清
哲
）
小
澤
武
雄
・
岩
間
滿
男
・

小
澤
　
初

（
神
山
）
山
本
尉
滋
・
樋
口
治
元
・

山
形
哲
尉

（
旭
）
久
保
田
浩
文
・
石
川
明
博
・

山
本
敏
雄
・
野
口
　
忠
・
結
城
正
剛

（
大
草
）
小
林
淳
一
・
山
本
道
夫
・

和
光
　
裕
・
中
込
洋
一

（
竜
岡
）
浅
川
和
彦
・
横
内
良
一
・

堀
田
充
布

■
班
長
辞
令
■

（
韮
崎
）
大
石
智
久
・
岩
下
　
猛
・

瀧
田
孝
明
・
伊
藤
　
登
・
山
崎

栄
・
久
保
寺
利
弘

（
穂
坂
）
横
森
正
士
・
　
　
仁
史
・

廣
瀬
　
充
・
平
賀
正
文
・
横
森
信

男
・
保
坂
忠
良
・
猪
股
　
勝
・
工
藤

健
・
向
山
繁
樹
・
向
山
健
一

（
藤
井
）
藤
原
嘉
明
・
上
野
　
真
・

平
賀
荘
一
・
志
村
　
仁
・
斉
藤
和

彦
・
金
丸
　
悟
・
小
泉
聖
司

（
中
田
）
小
澤
克
夫
・
山
岸
宏
司

（
円
野
）
山
本
達
也
・
細
田
茂
樹
・

山
形
拓
也

（
清
哲
）
藤
嶋
康
裕
・
加
賀
爪
裕

二
・
清
水
良
章

（
神
山
）
中
田
一
彦
・
立
花
一
仁
・

中
込
　
稔

（
旭
）
山
主
博
之
・
志
村
忠
久
・
藤

森
芳
弘
・
木
下
尚
人

（
大
草
）
伊
藤
　
努
・
柿
久
保
英

行
・
春
日
秀
一
・
島
口
智
行

（
竜
岡
）
横
内
芳
彦
・
秋
山
洋
也

■
新
入
団
員
辞
令
■

（
韮
崎
）
小
林
尚
貴
・
岩
下
秀
和
・

名
取
　
学
・
相
山
正
也
・
伊
藤
和

正
・
梅
山
竜
弘
・
大
久
保
勇
二
・
小

池
卓
朗
・
岩
下
幸
治

（
穂
坂
）
宮
川
　
学
・
宮
川
孔
明
・

平
賀
　
学
・
猪
股
和
明
・
保
坂
和

樹
・
田
原
　
勝
・
宮
川
　
寿

（
藤
井
）
坂
本
健
久
・
戸
島
武
彦
・

高
添
秀
文
・
五
味
進
太
郎
・
奥
山
智

秀
・
小
澤
能
文
・
小
野
和
重
・
赤
沼

丈
史
・
中
山
恭
司
・
宮
川
政
門
・
野

田
敬
一
・
小
川
雅
之

（
中
田
）
松
井
健
司
・
小
川
龍
裕
・

神
谷
伸
一

（
穴
山
）
飯
野
泰
崇
・
石
合
　
忍

（
円
野
）
真
壁
隆
之
・
有
井
和
美

（
清
哲
）
横
森
　
護
・
村
松
義
仁
・

雨
宮
博
一

（
神
山
）
山
本
　
久
・
石
井
智
洋
・

工
藤
雅
幸
・
功
刀
　
渉

（
旭
）
久
保
田
公
夫
・
山
主
利
仁
・

久
保
田
和
仁
・
志
村
肇
則
・
堀
内
春

樹
・
飯
野
浩
一
・
及
川
　
豪
・
歌
田

篤
・
横
内
　
剛

（
大
草
）
矢
崎
貢
司
・
横
内
規
一
・

伏
見
芳
大
・
畑
野
和
城
・
伏
見
広
信

（
竜
岡
）
淺
川
　
智
・
千
葉
祐
也
・

樫
山
竜
彦
・
輿
石
　
亘
・
若
林
寛
之

四
月
七
日
（
日
）
平
成
十
四
年
度
韮
崎
市
消
防
団
辞
令
交

付
式
が
韮
崎
東
中
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
、
百
四
十
七
名
に
辞

令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

（

）
内
は
分
団
名
（
敬
称
略
）

平
成
十
四
年
度

市
役
所
幹
部
職
員
の
配
置

市
で
は
、
四
月
一
日
付
け
で
定
期

人
事
異
動
を
行
い
特
別
職
で
は
、
収

入
役
に
　
瀬
　
理
紹
（
前
企
画
財
政

課
長
）
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。
な
お
、

次
の
と
お
り
課
長
・
室
長
が
配
置
さ

れ
ま
し
た
。

▼
総
務
課
長
　
　
　
　
福
田
　
国
夫

市
長
室
長
　
　
　
　
米
山
　
宗
義

総
務
室
長
　
　
　
　
守
屋
　
重
敏

▼
企
画
財
政
課
長
　
　
矢
崎
貢
太
郎

企
画
財
政
室
長
　
　
雨
宮
　
勝
己

税
務
室
長
　
　
　
　
横
森
　
淳
彦

▼
市
民
生
活
課
長
　
　
水
川
　
　
勉

市
民
室
長
　
　
　
　
日
向
　
　
亘

環
境
室
長
　
　
　
　
深
澤
　
賢
治

▼
福
祉
保
健
課
長
　
　
榑
林
　
一
孝

福
祉
室
長
　
　
　
　
長
坂
　
一
能
　
　

〃
（
高
齢
者
福
祉
施
設
事
業
担
当
）

深
澤
　
義
文

健
康
推
進
室
長
　
　
藤
原
　
英
喜

静
心
寮
長
　
　
　
　
小
林
　
　
豊

▼
産
業
経
済
課
長
　
　
山
本
　
雄
次

農
林
室
長
　
　
　
　
樋
口
　
正
幸

商
工
観
光
室
長
　
　
宮
川
　
文
憲

▼
建
設
課
長
　
　
　
　
清
水
　
康
雄

建
設
室
長
　
　
　
　
横
森
　
　
貢

都
市
計
画
室
長
　
　
橋
本
　
久
志

▼
上
下
水
道
課
長
　
　
中
島
　
祥
郎

水
道
室
長
　
　
　
　
中
島
保
比
古

下
水
道
室
長
　
　
　
高
添
　
秀
明

▼
会
計
課
長
　
　
　
　
中
田
　
洋
蔵

指
導
検
査
室
長
　
　
猪
股
　
洋
仁

▼
市
立
病
院
事
務
長

浅
川
　
　
晁

▼
議
会
事
務
局
長
　
　
橋
本
　
重
春

事
務
局
長
代
理
　
　
塚
田
冨
士
夫

▼
教
育
課
長
　
　
　
　
新
藤
　
　
稔

学
校
教
育
室
長
　
　
守
屋
　
喜
治

生
涯
学
習
推
進
室
長

長
野
　
栄
太

〃

（
文
化
ホ
ー
ル
事
業
担
当
）

横
内
　
忠
正

ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
長

土
橋
　
和
昭

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
長向

山
　
正
俊

▼
峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合

管
理
事
務
局
長
・
消
防
長

深
谷
　
　
卓

総
務
課
長
　
　
　
　
横
森
武
千
代

福
祉
課
長
・
ふ
る
さ
と
振
興
課
長

笠
鳥
　
辰
広

▼
峡
北
地
域
広
域
水
道
企
業
団

総
務
課
長
　
平
賀
富
士
夫

瀬理紹氏

消
防
団
辞
令
交
付
式 
消
防
団
辞
令
交
付
式 
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日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
・
受
付
開
始

市
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
早
期
発
見
の
た
め
に
総
合
的
な

健
診
と
し
て
、
次
の
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
は
、
平
成
14
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
15
年
３
月
31
日
ま
で

に
左
の
表
の
年
齢
に
到
達
す
る
方
（
見
込
み
含
む
）
で
、
社
会
保
険

加
入
者
本
人
以
外
の
市
民
で
す
。

歯
の
健
康
無
料
相
談

６
月
２
日
（
日
）

健
康
な
歯
と
歯
ぐ
き
を
保
つ
た
め

に
、
定
期
的
に
歯
の
検
診
を
受
け
、
虫

歯
や
歯
周
病
の
発
見
や
治
療
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、口
腔
衛
生
週
間
に
ち
な
み
、

「
歯
の
健
康
無
料
相
談
」
を
次
の
と
お

節目人間ドック 一般人間ドック 脳ドック

対
象
者

受
診
者

負
担
金

３５歳・４０歳

４５歳・５０歳

５５歳・６０歳

６５歳

３６歳から６４歳
までの方（節目人
間ドックの対象者
は除く）

５０歳以上の方で、
１年以内に受診した
血液、尿、生化学検査
結果を提出できる方。

無　料
男性　15,000円

女性　20,000円
15,000円

検
査
項
目

問診・理学的検査・身体測定・血液検

査・循環器・消化器・腎機能肝機能な

ど（女性のみ 乳がん・子宮がん）

問診・ＭＲＡ・ＭRＩ

・心電図

節
目
人
間
ド
ッ
ク
・

一
般
人
間
ド
ッ
ク
と
、

７
月
・
８
月
・
10
月
に

各
町
で
実
施
す
る
総
合

健
診
の
何
れ
も
対
象
の

方
は
、
ど
ち
ら
か
を
選

択
の
う
え
、
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

●
検
診
機
関
は
市
内
及

び
市
外
の
指
定
医
療
機

関
で
す
。

●
受
付
け
期
間

５
月
13
日
か
ら

11
月
20
日
ま
で

●
申
込
・
問
い
合
せ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
（
市
立
病
院
北
側
）

健
康
推
進
室
　
保
健
予

防
係

（
1
２
３-

４
３
１
０
）

り
行
い
ま
す
。

●
日
　
時
　
６
月
２
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

●
場
　
所

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

フ
ジ
ミ
モ
ー
ル
駐
車
場

●
内
　
容
　

歯
科
医
師
に
よ
る

無
料
検
診
及
び
相
談

乳
幼
児
の
無
料
フ
ッ
素
塗
布

●
問
い
合
せ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
　

健
康
推
進
室
　
保
健
予
防
係

（
1
２
３-

４
３
１
０
）

第
24
回
甘
利
山
レ
ン
ゲ
つ
つ
じ
モ

デ
ル
撮
影
会
「
モ
デ
ル
」
の
募
集

６
月
中
旬
〜
下
旬
に
か
け
て
、
甘

利
山
は
、
15
万
株
も
の
レ
ン
ゲ
つ
つ

じ
の
大
群
落
が
山
頂
一
帯
を
一
面
真

紅
に
染
め
ま
す
。
こ
の
大
自
然
の
中

で
あ
な
た
も
「
モ
デ
ル
」
に
な
り
き

っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
お
礼
と
し
て
、

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
作
品
の
中

か
ら
写
真
を
額
に
入
れ
て
進
呈
し
ま

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
み
な

さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
幼
虫
は
悪
食

で
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
植
物
の
葉
を

食
べ
尽
く
し
ま
す
。
ま
た
住
宅
等
に

進
入
し
て
不
快
感
を
与
え
る
だ
け
で

な
く
壁
・
洗
濯
物
等
を
汚
す
害
虫
で

す
。
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
が
日
本

に
帰
化
し
て
50
年
以
上
経
過
し
ま
す

が
駆
除
の
決
定
的
な
方
法
は
い
ま
だ

に
な
く
、
こ
ま
め
な
殺
虫
剤
等
に
よ

る
駆
除
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
昨
年
同
様
地
域
で
協
力
し

て
防
除
し
て
い
た
だ
け
る
場
合
に
つ

い
て
、
薬
剤
の
現
物
支
給
お
よ
び
動

力
噴
霧
器
の
貸
し
出
し
を
実
施
い
た

し
ま
す
。
例
年
被
害
の
発
生
し
て
い

る
地
域
で
は
計
画
的
な
駆
除
の
実
施

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
巣
の
見
つ
け
方
　
６
月
〜
７
・
８

月
・
10
月
上
旬
の
年
２
回
加
害
し
ま

す
。
桜
・
柿
木
・
桑
園
な
ど
に
好
ん

で
産
卵
し
、
卵
か
ら
か
え
っ
た
幼
虫

は
、
糸
を
は
い
て
巣
を
作
り
、
一
定

期
間
（
10
〜
12
日
間
）
か
た
ま
っ
て

い
ま
す
。
巣
の
中
の
幼
虫
は
、
は
じ

め
葉
の
葉
脈
だ
け
を
残
し
て
食
害
す

る
の
で
、
そ
の
葉
だ
け
透
け
て
見
え

ま
す
。

◎
巣
の
処
分
の
仕
方

幼
虫
は
大
き

く
な
る
と
巣
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
の

で
、
分
散
す
る
ま
え
に
枝
葉
を
切
り

取
っ
て
、踏
み
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
　
農
林
室
農
務
係

(

1
内
線
２
３
６)

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
に
は
計
画
的

な
防
除
が
欠
か
せ
ま
せ
ん

す
。
な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
、

ご
遠
慮
願
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
実
施
日
時
　
６
月
16
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
頃

●
撮
影
場
所
　
甘
利
山
駐
車
場
・
甘

利
山
山
頂
付
近

●
人
　
数
　
　
２
名

●
応
募
締
切
　
５
月
31
日
（
金
）

●
お
問
合
わ
せ
　
韮
崎
市
観
光
協
会

（
産
業
経
済
課
商
工
観
光
室
観
光
係
）

（
1
内
線
２
４
３
）

甘
利
山
倶
楽
部
誕
生
し
ま
し
た

自
然
と
人
と
の
関
わ
り
を
考
え
る

集
ま
り
で
す
。

甘
利
山
の
手
入
れ
、
動
植
物
の
観

察
、
レ
ン
ゲ
つ
つ
じ
の
種
か
ら
の
苗
つ

く
り
、
昔
の
調
査
な
ど
を
は
じ
め
ま

し
た
。
参
加
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
入
会

金
な
し
、
寄
付
金
で
運
営
さ
れ
ま
す
。

●
甘
利
山
笹
刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

美
し
い
景
色
を
次
世
代
に
手
渡
し

て
い
く
た
め
笹
刈
の
お
手
伝
い
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
。

日
　
時
　
　
　
　
５
月
５
日
（
日
）

（
雨
　
天
）

６
日
（
月
）

サ
ワ
ラ
池
入
り
口
集
合
（
９
時
）

甘
利
神
社
山
開
き
見
学
後
、
10
時
半

か
ら
３
時
ま
で
の
予
定
で
す
。

昼
食
持
参
。
薮
に
入
れ
る
服
装
で

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
保
険
代
１

人
１
０
０
円
か
か
り
ま
す
。

●
お
問
合
せ
　

甘
利
山
倶
楽
部
事
務
局

韮
崎
市
旭
町

小
林
２
２-

６
６
８
２

市
役
所
商
工
観
光
室（
1
内
線
２
４
３
）

甘利山のつつじ

健診は健康管理の基本です  健診は健康管理の基本です  健診は健康管理の基本です  健診は健康管理の基本です  



「
新
老
人
保
健
福
祉
計
画

新
老
人
保
健
福
祉
計
画
」・「
第
二
期
介
護
保
険
事
業
計
画

二
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
す

を
策
定
し
ま
す 
「
新
老
人
保
健
福
祉
計
画

新
老
人
保
健
福
祉
計
画
」・「
第
二
期
介
護
保
険
事
業
計
画

二
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
す

を
策
定
し
ま
す 
「
新
老
人
保
健
福
祉
計
画
」・「
第
二
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
す 

－5－

「
新
老
人
保
健
福
祉
計
画
」・「
介

護
保
険
事
業
計
画
」
は
、
平
成

12
年
度
か
ら
平
成
16
年
度
ま
で
の
５

ヵ
年
を
計
画
期
間
と
し
て
策
定
し
ま

し
た
が
、
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、

概
ね
３
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
う
こ

と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
老
人
保

健
福
祉
計
画
は
、
高
齢
者
の
生
活
全

般
に
つ
い
て
関
わ
る
計
画
の
た
め
、

介
護
保
険
事
業
計
画
の
内
容
を
包
括

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
二
つ
の
計

画
の
整
合
性
を
保
つ
た
め
に
、
今
年

度
い
っ
し
ょ
に
見
直
し
を
行
う
も
の

で
す
。

計
画
見
直
し
の
視
点
を
お
示
し
し

ま
す
。

今
回
の
見
直
し
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
の
点
に
配
慮
し
て
策
定
し
ま
す
。

①
市
民
の
意
向
を
反
映
す
る
た
め
実

態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
結
果

に
つ
き
ま
し
て
は
、
概
要
を
全
戸
回

覧
し
ま
す
。

（
集
計
結
果
報
告
書
は
、
市
役
所
ロ
ビ

ー
の
「
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
」
に
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
ご
覧
く
だ

さ
い
。）

調
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
内
在

住
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
及
び
要
介

護
認
定
者
を
対
象
と
し
て
実
施
し
ま

し
た
。

②
二
つ
の
現
行
計
画
に
つ
い
て
、
目

標
（
計
画
）
に
対
す
る
実
績
の
分
析

及
び
評
価
を
行
い
、
よ
り
市
民
ニ
ー

ズ
を
反
映
し
た
計
画
作
り
に
努
め
ま

す
。

③
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
適
切
な
整

備
を
行
う
た
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
を
対
象
に
提
供
量
調
査
等
を
行

い
ま
す
。

④
介
護
、
医
療
財
政
の
長
期
的
な
円

滑
運
営
を
目
標
と
す
る
た
め
、
介
護

予
防
事
業
の
積
極
的
取
組
み
を
行
い

ま
す
。

⑤
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
介
護
支
援
専
門
員
等
の
研
修
を

継
続
し
て
行
い
ま
す
。

＊
計
画
策
定
ま
で
、
市
民
の
代
表
、

事
業
者
の
代
表
の
方
な
ど
で
構
成
す

る
「
老
人
保
健
福
祉
計
画
策
定
懇
話

会
」「
介
護
保
険
運
営
協
議
会
」
を
随

時
開
催
し
、
検
討
を
行
い
ま
す
。

韮崎市女性プラン推進委員会（委員長　藤巻父母子）
では3月22日 教育長室において委員会が日々討議を
重ねプラン推進を図る中で下記のとおり教育長に提言
しました。

1．女性プラン推進委員会委員の増員

2．行政委員・審議会委員への更なる女性登用

3．行政と公民館・区長会等の連携により地域での推　
進体制の強化

また、韮崎市男女共同参画プラン意識調査検討委員

会（委員長　藤巻父母子）では同日市民1,000人を対象

としたアンケート調査の結果を教育長に報告しました。

これは、今年度策定する第２次男女共同参画プランの

基礎資料となるものです。
上記２件の「提言書」と「報告書」は教育長を通して

市長に提言し報告されました。

女性プラン推進委員会が教育長に提言！女性プラン推進委員会が教育長に提言！

両
計
画
策
定
に
伴
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

「
一
般
高
齢
者
」・「
要
介
護
認
定
者
」

の
実
態
調
査
（
平
成
13
年
度
実
施
済
）

平
成
14
年
６
月
頃

介
護
サ
ー
ビ
ス
量
の
中
間
見
込
み

平
成
14
年
10
月
頃

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
量
の
最
終
見
込
み

平
成
15
年
３
月

計
画
策
定
　
市
民
へ
の
公
表
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「子ども英語学習」の講師募集
外国人講師の方大歓迎！！

市では、「子ども外国語学習推進事業」を行います。
これは、市内の小学校に在学する３～６年生の希

望児童を対象とし、20人ずつのグループによる様々
な活動を通して、子どもが英語を好きになり、生き
た言葉としてコミュニケーションができるようにな
ることを目的として行うものです。そのための講師
を広く募集します。
期間・時間 7月～12月までの土曜日又は日曜日
（日程の詳細については、未定） 一回につき、90分
間の講座を2講座受け持っていただきます。
応募資格 子どもが好きで、英語(英会話)が得意な日
本人及び外国人の方
応募人数 講師・助手各３人
謝礼金等 市の規定により支給
学習会場 市民会館
応募期限 5月20日（月）
応募方法 市販の履歴書に写真をはって、申し込ん
でください。
その他 詳しくはお問い合わせください。
申込・問合せ 生涯学習推進室　社会教育係内
韮崎市子ども外国語学習推進協議会（1内線223）

ENGLISH TEACHERS FOR 
CHILDREN WANTED

Foreign teachers welcome!
Nirasaki City is implementing a project to promote
foreign language use among children. The aim of the
program is to give children in Nirasaki City the
opportunity to enjoy English and communicate in
English as a living language through their participation
in various group activities. Each group will be made up
of 20 students from the third to
sixth grades of primary school.
We are seeking teachers for the
project.

Date: Saturday or Sunday from July through
December (details are not yet fixed.) Teachers will
give two 90-minute classes per session.
Eligibility: Japanese or foreigners who can speak
English and who enjoy the company of children.
Number of teachers needed: Three teachers and
three assistants .
Remuneration: Payment according to city's budget.
Classroom: Nirasaki City Hall.
Deadline for applications: No applications will be
accepted after May 20 (Mon.).
Application: Complete the standard rirekisho
re'sume' form and attach your photo. 
Address to send re'sume' or (tel.) for more
information: Nirasaki City Council for Promotion of
Foreign Languages to Children, Lifelong Study
Promotion Division, 1-3-1 Suijin, Nirasaki City, 407-
8501; tel. 0551-22-1111 (ext. 223).

軽自動車税の減免について
身体、精神又は知的に障害があり、歩行が困難な方の

所有する軽自動車（生計を一にするものを含む）につい
ては、必要な条件を満たしている場合、申請により軽自
動車税の減免措置を受けることができます。
対象車両
①当該身体障害者等本人の所有するもの
②当該身体障害者の方と生計を一にする方の所有する
もので、専ら介護に使用するもの
③構造が身体障害者等専用のもの
申請期限は、5月24日(金）です。障害者手帳・運転免

許証・車検証・印鑑を持参のうえ、税務室窓口へ申請し
てください。
●申請・問い合わせ
企画財政課税務室　市民税係（1内線154）

日　　時 5/23～10/10 毎週木曜日（除8/15）

全20回（ＰＭ7：00～8：30）
場　　所　韮崎市役所別館２０１・３０１会議室
講　　師 韮崎市聴覚障害者福祉会　会員
内　　容 初級：手話法の理解と基本的な実技の習得

中級：実践に役立つ手話法の習得
対　　象 市内在住もしくは、市内事業所勤務で、手話　

に興味のある方
申込期限 5月15日（水）
●問い合わせ　　　

福祉保健課福祉室障害者福祉保護係（内線135）

水
道
使
用
料
等
納
入
通
知
書
変
更

の
お
知
ら
せ

水
道
使
用
料
等
納
入
通
知
書
が
平

成
14
年
１
期
分
（
５
月
中
旬
発
送
）

か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
。

納
入
通
知
書
は
圧
着
式
の
ハ
ガ
キ

型
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

下
図
の
よ
う
に
中
を
開
い
て
金
額

を
確
認
し
そ
の
ま
ま
納
付
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
納
付
窓
口
に
お
持
ち
に

な
り
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

水
道
室
　
給
水
収
納
係

（
1
内
線
４
１
５
・
４
１
６
）

開 封 方 法

あなたの名前は何ですか？

あなた 名前 何
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お問い合わせ 市立図書館（市民会館内）
（122-1121）

●北東児童センター
◆ パソコン教室（対象：小学生）

5月13日（月） 午後2：30～4：30
◆ パソコン教室（対象：大人向け）

5月15日（水）午前10：30～11：30
◆ 親子リズム遊び講習会（子育て支援事業）

講師：ちびっこはうす代表　宮沢　由佳先生
5月21日（火）午前10：30～11：30

◆ 作ってあそぼう『時計作り』
5月30日（木）午前10：30～11：30

●甘利児童センター
◆手遊び・うたあそび

5月10日（金）午前10：30～11：30
◆パソコン教室（対象：小学生）

5月14日（火） 午後2：30～4：30
◆子育て広場・親子交通安全教室

5月16日（木）午前10：30～11：30
◆時計作り

5月23日（木）午前10：30～11：30
◆親子おもちゃ作り講習会（子育て支援事業）

ボランティアサークル　ポラン
6月6日（木） 午前10：30～11：30

●北西児童センター　
◆親子ストレッチ教室

5月9日（木） 午前10：30～11：30
◆パソコン教室（対象：小学生）

5月14日（火） 午後2：30～4：30
◆リズム遊び

5月17日（金）午前10：30～11：30
◆パソコン教室（対象：大人向け）

5月31日（金）午前10：30～11：30

対象者は、明記がない限り０～６歳の幼児とその保護者
北東児童センター　123-5550
甘利児童センター　123-1535
北西児童センター　122-1175

子育て支援センターに
いらっしゃいませんか！

＊子育てトーク
5月1日（水） AM10：30～11：30
6月5日（水） AM10：30～11：30

＊子育て講演会「ききみみずきんおはなしの会」
5月8日（水） AM10：30～11：30

＊誕生会に参加しましょう。
5月22日（水） ＡＭ10：00～11：00

＊交通安全教室に参加しましょう。（さちかぜ号来園）
5月23日（木） ＡＭ10：00～

＊14年度第1回親子カウンセリング教室「子育て相談室」
5月24日（金） AM10：00～12：00

＊子育て講座「絵本の紹介と読み聞かせのポイント」
5月29日（水） AM10：30～11：30

●問い合わせ
韮崎市地域子育て支援センター（藤井保育園内）
123－7676（FAX兼用）

図書館流通センター「週刊新刊全点案内」1267号より
一般書
◆ 「東京少年」 長野まゆみ　著
ある日ぼくは、母に通じる手がかりをひとつだけ教え

られた。父と出逢った日、母は美しい黒椿を抱えていた
と云う。タワーの傍らの生まれ育った町で、ぼくは幻の
花を追いかけはじめる。次々と家族の謎が解き明かされ
て・・・。
◆「あかんべえ」 宮部みゆき　著
江戸・深川の料理屋に化け物が現れた。娘・りんがそ

の騒動の真相を探るうち恐ろしい過去の事件が浮かび上
がる！長編時代ミステリー。
◆「イスラーム最前線」 田原拓治　著
ビン・ラーディンはイスラームの氷山の一角に過ぎな

い。中東を１５年以上歩いてきた新聞記者が肌身でとら
えた現地レポート。イスラームの様々な潮流が何を考え、
どこに向かっていくのか。本格的取材が伝えるイスラー
ムの未来。
児童書
◆「わたしのうみべ」 長新太　作
わたしは、あさの　うみが　だいすきです。だれも

いなくて、なみの　おとが　しずかにしています。静か
な海辺に流れ着くのは、おばけ、かさ、すべりだ
い・・・。
不思議な海の情景を描く、長新太のナンセンス絵本。
◆「宇宙・地球・いのちのはじまり ３」

榎田政隆　文　構成　浜田隆士　監修
たえまなく降り注ぐ雨は地球上に海を出現させた。そ

の猛毒の海の中にバクテリアによる｢生命のもと｣が誕生
した。それが原子細胞で・・・。少女マータと時間の化
身ルタンを案内役に、生命の謎をビジュアルに解き明か
す。
◆「ひらがなむしぶんぶん」山下明生 作　渡辺洋二 絵
左右逆になっていて鏡に映さなければ読めない「鏡文

字」。普通の字と鏡文字がなにかの顔に見えてきたので、
まるのところを塗りつぶしてみました。そしたら、虫の
顔に似てきました・・・。空とぶ学校シリーズ第８弾。

◆◆◆新着ビデオのお知らせ◆◆◆
「シャフト」「カリスマ」「にじいろのさかな」「くまの
子ウーフ」「チキチキマシン猛レース」など、一般、子
ども向け合わせて３４本入りました。どうぞご利用くだ
さい。

◆◆◆今月の朗読のつどい◆◆◆
5月11日　(土) 午後1時30分から3階和室　　　　

◆◆◆今月のおはなし会◆◆◆
５月25日（土）午後２時～３時　３階和室

◆◆◆今月のお休み◆◆◆
５月３～６・13・20・27・31日

韮崎図書館ニュース 新刊情報 
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当日のパレードに
は、春の交通安全運動
のパレードも同時に行
われました。
チャイルドシートの

徹底、飲酒運転の撲滅、
子供と高齢者の事故防
止を呼びかけました。

安全週間が終わっても飲酒運転は絶対止めましょう！

元気でのびのびと
育ってね！！

泰雅（たいが）くん
（平成13年4月4日生）
藤井町北下条532-1

コーポ保坂C-102

五味政人・好美さん長男

甘利備前守虎泰隊出陣！！
4月6日毎年恒例の信玄公祭り「甲

州軍団出陣パレード」が開催されま
した。市役所での出陣式の後、山梨
交通韮崎営業所まで威風堂々の行進
を繰り広げ、つめかけた市民の温か
い声援を受けていました。大将に韮
崎市議会議長　秋山　武　氏、副将
に三井金属（株）の技術統括部長　岩
井　一氏、武者に三井金属（株）のみ
なさんが扮した「甘利備前守虎泰隊」
は勇猛果敢な風の5番隊として出陣
し、盛んな喝采を浴びました。

このコーナーに
 

写真・情報を 

お寄せください
 

韮崎スポーツクラブでは、年間を

通して会員を募集しています。

この機会にスポーツで爽やかな汗

を流してみませんか？

クラブではスクール（教える）サー

クル（楽しむ）リーグの3つの柱を基

本として活動しています。

●お問い合わせ・申込み
1２１－２２５５「韮崎スポーツクラブ」事務局

大人　　　　　１０,０００円
大学・専門学生　７,０００円
高校生以下　　　５,０００円
（ファミリー割引、大人一人に対し、
子供ひとり２,５００円割引）です。
会員になりますと様々な特典がありま
す。皆様の入会を心よりお待ちしております。

年　会　費

あの日あの時あの場所で 
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LIFE にらさき 

第2回武田の里ウォーク開催
4月13日・14日、第2回武田の里ウォーク（武田の里

ロマン街道ウルトラウォーキング）として、長野県諏訪
市の高島城から、新府共選場（昨年は韮崎新府城跡）まで
50kmの道程を歩きました。
ゴールには参加者への「ほうとう」無料配付があり、お

いしい「ほうとう」で疲れを癒しました。

新府桃の花見会
4月14日、第8回「新府桃の

花見会」が新府共選場で行わ
れました。
花見会では、桃のお尻コン

テストや親子桃の絵かき大会
など多くの催しが行われ賑わ
いました。

「おしんぷさん」
4月14日には毎年恒例「お

しんぷさん」も行われました。
当日は地元の青年がお神輿

を担ぎ新府地区を練り歩きま
した。

最高齢の佐竹智也さん

（茅野市）83歳

今回も完歩しました！

今回初参加の長田哲夫さん（甲府市）

79歳「マラソンで鍛えているけど歩き

は初めて」

親子桃の絵かき会

▼

▼
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ゴミの減量化にご協力をお願いします！　

韮崎市ホームページアドレス　http://www.city.nirasaki.yamanashi.jp/

5月20日（月）～26日（日）は
春の行政相談週間です。

◆タクシー利用料金の助成◆
市では、在宅の重度心身障害者（児）の皆さんに社会

参加の促進と、生活圏の拡大を助成するため、タクシ
ーの料金を「利用券」により一部助成しています。
なお、県タクシー協会に加入のタクシーは全て利用

できます。
●利用券交付対象者
①身体障害者手帳1・2級所持者（肢体不自由・視覚障　
害者のみ）

②療育手帳Ａ所持者
ただし、施設入所者や、自動車・軽自動車税の減免を　
受けている方は除きます。
交付枚数
24枚／年間（年度途中の申請は月割になります。）
●利用券使用方法
一乗車につき利用券を1枚使用（利用券1枚につき
590円割引）
タクシー乗車の際は、手帳提示のうえ、使用してくだ
さい。なお、心身障害者タクシー運賃割引（手帳提示
時1割引）も併せて使用できます。
●利用券申請方法（問い合わせ先）
身体障害者手帳（赤）・療育手帳（青）・印鑑を持参の
上、福祉保健課福祉室障害者福祉保護係までお申込
みください。（1内線134・135）

☆県民相談センターからのお知らせ☆
県民相談センターでは、行政や生活に関する相談業務を

各種行っておりますのでお気軽にご利用ください。

●無料弁護士相談
法律の問題について弁護士が相談に応じます。予約制

なので申し込みが必要です。（電話可）
なお、15日には北巨摩合同庁舎に設置されているテレビ

電話を利用して、弁護士相談を受けることもできます。
◎相談日 毎月5､15､25日

（土､日、祝日の場合には直後の平日）
◎場　所　県民相談センター相談室
＊開設時間は午後1時から4時で、一人当たりの相談時間
は30分です。

●移動県民相談
県の仕事に対する相談や生活上の法律に関する相談、

土地・住宅の相談といった問題に、専門の相談員がお答
えします。
◎相談日 平成14年7月24日（水）、11月26日（火）

平成15年3月24日（月）
午前10時から午後3時まで

◎場　所　北巨摩合同庁舎

●テレビ電話相談
北巨摩合同庁舎に設置されたテレビ電話システムによっ

て、県民相談センターの相談員が相談をお受けします。随
時開設していますので､あらかじめ北巨摩合同庁舎窓口に
お申し込みください。

●問い合わせ
県民相談センター（県民情報プラザ二階）

1055－223－1366～9
韮崎市役所企画財政室企画政策係

10551－22－1111 （内線322）

海上自衛隊東京音楽隊コンサート'02
◎市文化ホールで 入場整理券配布中
◎日　時　6月11日 （開演）PM 7：00～
◎場　所　韮崎市文化ホール　大ホール　満員御礼

華麗な名曲の数々をお楽しみに。（要入場整理券）

●レザークラフト教室●
日　時　　5月20・27日　6月3・17・24日　7月1日

各月曜日　　　午前10時～正午
場　所　　韮崎市民会館　4階大会議室
内　容　　「ショルダーバック」
講　師　　後藤　陽子先生
費　用　　9,000円
定　員　　30名
持　物　　新聞紙・タオル
申　込　　市中央公民館　122-1121

●老壮大学講演●
日　時　　5月24日（金）午後1時00分～3時00分

場　所　　市民会館 大ホール

内　容 「痴呆を予防する生活」について

講　師　　阿部一子

（エイジングライフ研究所の主任研究員）

主　催　　韮崎市

受講資格　どなたでも受講できます。

多くの方の参加をお願いします。

お問い合わせ

福祉保健課福祉室高齢者福祉係（1内線139）

講　座　の　ご　案　内

週間中の行事として、特設合同行政相談所が開催され
ます。当日は、県内の各機関が参加して幅広く相談を行い
ますのでご利用ください。
◎日 時　平成14年5月21日（火）

午前10時30分～午後3時30分まで

◎場　所　オギノリバーシティ店（田富町）

一階　ふれあい広場
＊相談は無料、秘密は厳守します。

韮崎市の行政相談委員は石川公村さん（穂坂町）です。
韮崎市では、行政相談を定期的に行っています。行政

相談委員はあなたの身近な相談相手です。行政に関して
困ったことや知りたいことなどお気軽にご相談ください。
◎開設場所　市役所一階防災会議室

（心配ごと相談と合同開催）

◎開設時間　毎月第1、2、3月曜日 午後1時～3時

（祝祭日の場合変更があります）

●問い合せ
山梨県行政評価事務所行政相談課　1055-252-1496
韮崎市役所企画財政室企画政策係　122-1111（内線322）
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項　目 実　施　日 実施時間 会　場 相　談　内　容

心 配 ご と
相 談

毎 週 月 曜 日
AM10‥00～

PM3‥00
市 役 所

生活・身の上等の日常生活の悩み
に関する相談

子 ど も の
相 談

毎 週 木 曜 日
AM10‥00～

PM4‥00
市 民 会 館

子どもの教育など子育てに関する
悩みの相談

結 婚 相 談 毎週日・水・金曜日
AM9‥00～

PM4 ‥00
結婚相手の紹介や相談に応じ、幸
せな家庭が築けるよう協力します

無 料 法 律
相 談

5月23日（木）
要予約1322

PM1‥00～
PM4‥00

市 役 所
法律的な相談であればどんな内容で
も可（実施日2日前までに予約を）

行 政 相 談 毎月第1～3月曜日
PM1‥00～
PM 3 ‥00

市 役 所
国や県、市の行政などについての
相談

いじめなど
の教育相談

毎週月・火・水曜日
AM9‥30～

PM4‥00
市 民 会 館

いじめ問題に関する学校教育カウ
ンセリング

● 4月の医療費●

市が4月に病院などに支払った
医療費をお知らせします。

国民健康保険　 92,541,460円
（前月比1.19％減）

＊1人当り　 11,648円
老人保健　　　 228,810,308円
（前月比0.77％減）

＊1人当り　 49,430円
健康に気をつければみんなの負

担（保険税）が軽くなります。医療
費の節約に、ご協力ください。

各種税金の支払いは、便利な口座振替で！　詳しくは税務室まで（内線155・156）

※持ち物（健　　診）母子健康手帳・バスタオル・保険証・印鑑
（教　　室）各種健康手帳・筆記用具・教室に応じて体操のできる服装
（相　　談）各種健康手帳
（予防接種）母子健康手帳・問診票５月の健康カレンダー

Q：C型肝炎に対するインタｰフェロン治療について教えてください。（42歳男性）
A：C型肝炎ウイルスが原因の慢性活動性肝炎に対して､インタｰフェロン治療は唯一の原因治療といえます｡ほかの
治療法でGOT,GPTなどの検査の数値は改善する事はあっても､治る事はありません｡インタｰフェロン自体にウイル
スの量を減らす効果があるのと､リンパ球に働きウイルスを攻撃させる効果があります｡治療法はインタｰフェロンの
種類によっても変わってきますが､2～4週間の連日投与後に20～24週間の週3回投与が一般的です｡リバビリンとい
う薬剤(抗ウイルス剤)を併用すれば､さらに治療効果を上げる事も出来ます｡副作用は発熱･悪寒･頭痛･筋肉痛･関

節痛･食欲不振･全身倦怠感などのインフルエンザ様症状､脱毛､白血球減少､血小板減少､蛋
白尿などはよく知られています｡他にもまれなものとして､うつ症状､眼底出血､間質性肺炎､
甲状腺機能異常､不整脈､糖尿病の悪化など､全身のありとあらゆる事が報告されています｡
副作用も多い薬剤ですが､それだけ治療効果も高い治療法となっています｡再投与も可能に
なっていて､さらに長期投与も可能となります｡インタｰフェロン治療に対しての悩みや疑問を
持っている場合､心配せずに専門医を受診し､相談してみてください｡

市立病院　内科医師　田和良行　

H14年　1月生

H13年 10月生

H13年 6月生

H12年 10月生

H11年　4月生

H12年　4月生 母 親 学 級

1日̃15日生

PM 1:00̃

16日̃31日生

PM 1:30̃

※都合の悪い

方はPM2:00

までに受付を

済ませてくだ

さい。

対　象 健診日 受付時間 会　場

受付時間 会　場

機 能 訓 練 教 室

予防接種

相　談
母子健康手帳交付
一 般 健 康 相 談 PM１：30

～4：00

AM9：30
～

PM4：00

保健福祉
センター

（市立病院北）

123-4310

PM1：00

保健福祉
センター

（市立病院北）

実　　施　　日

13日(月) 初産婦：食事について
27日(月) 初産婦：母乳について

5月1・8・10・13・15・17・20・
22・24・27・29・31日保健福祉

センター
（市立病院北）

育 児 相 談

離 乳 食 教 室 20日(月) 対象：H13年12月生

毎週月・金曜日

24日(金)

4 カ 月 児

7 カ 月 児

1 1 カ 月 児

1 歳 6 カ 月 児

3 歳 児

2 歳 児 歯 科 健 診

21日(火)

22日(水)

23日(木)

14日(火)

16日(木)

15日(水)

実　施　日 受付時間 会　場教　室

時　間 会　場対　象

栄 養 相 談 7日(火)・23日（木）
※要予約123-4310

AM9：30
̃

PM3：30

要予約

接種日

個 別 健 康 教 室 12ページカレンダー参照

今月はありません

マタニテイビクス教室 31日（金） AM9：00
要予約

健康Q&A 「C型肝炎」 健康Q&A 「C型肝炎」 

そうだん
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公民館指導者研修会
PM1:30～市文化ホール

韮崎市体育祭り総合開会式（市営体育館）
ソフトボール・テニス
卓球・バドミントン

社放研すずらん
PM1：30～市民会館

5
日 こどもの日

6
月 振替休日

7
火

藤井町駒井・鳥居・絵見堂
・蔵の前・相垈・道下

8
水 大草町全区

9
木 中田町全区

10
金 穴山町全区

11
土

円野町全区

清哲町全区

静心寮

神山町全区

旭町北割

旭町中割・南割

大草町全区

竜岡町全区

祖母石・一ツ谷・水神町
・1 ～ 3 丁目・西町・天神町

老壮大学

4 ・ 5 丁目・若宮町・旭町・日の出
町・富士見ヶ丘・中島町・高河原

富士見 1 ～ 3 丁目・岩下・上の山

穂坂町日の城・三之蔵・上の原・
権現沢

穂坂町上今井・原・長久保

穂坂町三ツ沢上、下・飯米場

藤井町上野・坂井・北下条
・南下条

5
日

こどもの日
21
火
社放研あすなろ　AM10：00～市民会館
高脂血症個別健康教育（Ａコース）

6
月
振替休日

22
水
高脂血症個別健康教育（Ｂコース）

7
火
市民栄養相談（要予約123-4310）

23
木
市民栄養相談（要予約123-4310）

8
水

24
金 老壮大学　PM1：00～　市民会館

9
木
社放研もみじ
PM8:00～藤井公民館

25
土

10
金

26
日

11
土

27
月

12
日

28
火
高血圧個別健康教育（Aコース）

13
月

29
水
糖尿病個別健康教育（Ａコース）

14
火

社放研ほほえみ　PM8：00～竜岡公民館
介護保険定例相談会AM9：30～
PM4：00（保健福祉センター）

30
木

15
水

軽自動車税納期限

16
木
武田の里婦人大学
PM1：30～市民会館

6/1
土

17
金

2
日

18
土

3
月

19
日

4
火

20
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市民満足度調査実施
市民の皆さんの声を活かした行政活

動を目指すため、市の行政サービスに
ついて、市民の皆さんがどれくらい満
足しているかを把握する、「市民満足度
調査」を行います。
調査票が届いた皆さん（約1,500人

を無作為抽出）は、本調査の趣旨をご
理解いただき、是非ともご協力くださ
いますようお願いいたします。

＝老人福祉センターバス＝

こぶし号
５月の巡回日程
変更のある場合には、各地区の代表者
を通じて連絡します。

市民憲章（昭和44年10月制定）

1 自然を愛し、美しいまちをつくりましょう。

1 勤労を尊び、豊かなまちをつくりましょう。

1 教養を高め、文化のまちをつくりましょう。

市の花　つつじ
（昭和43年10月制定）

市の木　こぶし
市の鳥　チョウゲンボウ
（平成元年 4 月制定）

5月のカレンダー

― 商業統計調査のお知らせ ―

6月１日現在で商業統計調査が全国一

斉に実施されます。この調査は、卸売業、

小売業を営む全ての事業所が調査の対象

となります。

5月下旬から調査員が各事業所を訪問

いたしますのでご協力をお願いします。

山梨労働局からのお知らせ
山梨県電気機械器具製造業及

び、山梨県婦人服製造業の最低工
賃が改正されました。
詳しくは、山梨県労働局賃金室

（055-252-4859）または、最寄
りの労働基準監督署までお問い合
わせ下さい。

市の人口 男　　　16,317人
（ 4月 1 日現在） 女　　　16,723人
世帯数　11,606世帯 計　　　33,040人
対前月比　+ 10世帯 対前月比　 -39人
（国勢調査をもとにした常住人口32,613人・10,779世帯）


